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藤　堂　恭　俊　台下　御作
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（ポイント注意と歌詞は 21 ページ）
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袋中上人顕彰和讃

１　みちのく岩城に　生をうけ
　　名越の学僧　名は袋中
　　経論求め　唐土まで
　　海越え行けど　かなわずに
　　琉球島に　渡りたり

２　三年にわたり　異境の地
　　住みて仏の　法を説く
　　尚寧王の　帰依を得て
　　小禄浄土に　桂林寺
　　生きる念仏　弘めたり

３　梯梧花映え　潮の香
　　平和の叫び　あげし島
　　念仏踊り　エイサーに
　　袋中上人　偲びつつ
　　遺徳讃えん　念仏徒

４　開きしみ寺　数あまた
　　民衆と歩みし　念仏行
　　中興不屈の　高聖
　　袋中上人　偲びつつ
　　偉業讃えん　もろともに

（図表は 14 ページ）
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吉　田　祐　倫　作詞
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（図表は 18 ページ）

引　接　和　讃

１　迎えるぞ　迎えるぞ
　　一人漏れなく　たがいなく
　　我が名となえよと　呼びかけて
　　待ちわびたもう　阿弥陀ほとけは
　　待ちわびたもう　阿弥陀ほとけは

２　倦まずして　倦まずして
　　今にいたるも　呼びたもう
　　大慈大悲の　みこころに
　　やっと気づきて　み名となえ呼ぶ
　　やっと気づきて　み名となえ呼ぶ

３　この我れを　この我れを
　　導きたまえ　手をとりて
　　とわのいのちの　実るまで
　　すべて投げすて　すがりまかさん
　　すべて投げすて　すがりまかさん

４　おもい込め　おもい込め
　　南無阿弥陀仏と　み名呼べば
　　聞き入れたまい　我れ来たり
　　汝を迎え　引接するぞと
　　汝を迎え　引接するぞと

じょういん

う

藤　堂　恭　俊　台下　御作
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